のが 共通の 意見で あるよう だった。 私自身 も 紀行の 

類 を 書きながら、 こういう もの を 一 体 誰が 読む だろう、 

そう 思 つ て 自信 を 失った おぼえが ある。 それが 今度 長 

く 寝つ いて、 誰よりも 熱心な 旅行記の 読者 は 病人に ち 

が いないと いう こと を 信ずる ようにな つ た。 

私 は 間 宮倫宗 を 読 み 松浦武 四郎を 読み、 菅江真 澄 を 

読んだ。 ゲ— テを 読み、 シ ー ボルト を 読み、 スゥェ ン. 

ヘディン を 読んだ。 明治 以後の 文人の もの は 誰彼 を 問 

わず、 家に ある もの を 散 読した。 そうして 幾ら もない 

それらの 本が 尽きて しまう と、 地理学の 雑誌 を 枕 もと 

に ならべさせた。 私 は 地理学の 雑誌 を 何年 も 前から 継 



の 方が 追い まくられて しまった。 獵師が 驚いて 鉄砲 を 

構える と、 大山猫 はいきな り樹の 上から 下の 獵師 目が 

けて 小便 を ひっかけた というの である。 私 はこの 簡単 

な 記事 を 繰り返し 読み、 挿入され ている 大山猫の 写真 

を 飽かず 眺めた。 写真の 大山猫 は 明治 大正の 頃に 捕獲 

された ものの^: 製で、 顔つきな ど 実物と はまる でち 

がって しまって いると いう。 が、 それでも 熊 を も 倒す 

といわれる 精悍 さ、 獰猛 さは うかがわれぬ こと はな 

かった。 頭と 胴と で 一 米に 近く、 毛色 は 赤味を帯びた 

暗 灰色で、 円形の 暗色 斑 文が 散らばつ ている という。 

毛 は 長く はない が、 いかにも もつ さりと 厚い 感じ だ。 



ある。 それでも 彼等 は 毎日 根気よ くやって 来て は 庭先 

や 台所 口 をう ろうろ する。 生垣の 隅 は 幾ら ふさいでも 

必ず いつのまにか 穴になる。 百度 狙う うちに は 一 度ぐ 

らい は 台所の もの を 銜え 込む ことができ ると 思 つてい 

るの だろう。 それに 彼等 は 秋の 日の 日向ぼっこ という 

こと も あるら しい。 彼等 を 一 番 憎んで いるの は 母で 

し). J と 

あった。 庭の 畑作り は 母の 為 事で あり、 彼等 は 畑 を 踏 

み 荒す からで ある。 

私 は その 頃 一 日に 十五 分ぐ らい は 庭に 出られる よう 

になって いた。 私 も 庭に 出て 彼等 を 見る こと は 嫌い 

だった。 私 はわ けても 犬 を 好かない。 主人持ち でいた 



そんな 時に 彼奴が 現れた の だ。 

其奴の 前身 は 誰も 知らなかった。 大きな、 黒い 雄猫 

である。 ざら にいる 猫の 一倍 半の 大きさ は ある。 威厳 

の ある、 実に 堂々 たる 顔 をして いる。 尾 は 短 かい。 歩 

き 去る 後 姿 を 見る と、 その 短 かい 尾の 下に、 尻の 間に、 

いかにも こり こり ッ とした 感じの、 何 かの 実の ような 

, J うが ん 

大きな 睾丸が 一 一 つ、 ぶらぶら しない 引き締った 風に な 

らんで いて、 いかにも 男性の 象徴と いう 感じであった。 

欠点 をい えば ただ 一 つ、 毛の 色だった。 それが 漆黒で 

あったら 大した ものだろう。 しかし 残念な が ら 黒猫と 

はいっても、 灰色が かった うすぎたなく よごれた よう 



つけた。 

「お母さん はどうす る つもりなん だ？」 

「無論 殺す つもりでしょう。 若い もの は 見る もので な 

いといって、 わたし を 寄せつ けない ようにな さるんで 

すご 

私 は 母に 黒猫の 命乞い をして みようかと 思った。 私 

は 彼 は それに 値する 奴 だと 思った。 私 は 彼の へつらわ 

ぬ i 傲に 惹 かれて いる。 夜 あれ だけの 事 をして、 昼間 

は 毛筋 ほど も その 素ぶ り を 見せぬ、 こっちの 視線に み 

じん も たじろがぬ、 図々 しいと いう 以上の 胆の太 さ だ 

けで も 命乞い をされ る 資格が ある 奴 だと 思った。 人間 



あった。 母が わざわざ その 時間 をえ らんだの だった か 

ち 知.^ な レ 力 

日暮れ 方、 母 はちよ つと 家に いなかった。 そして そ 

の 時 は 芭蕉の 下の 莛の 包み もな くな つていた。 

次の 日から 私 はまた 今までの ように 毎日 十五 分か 一 一 

十分 あて 日 あたりの いい 庭に 出た。 黒猫 はい なくなつ 

て、 卑屈な 奴等 だけが のそのそ 這い まわって いた。 そ 

れ はいつ になったら なおる かわからぬ 私の 病気の よう 

に 退屈で 愚劣だった。 私 は 今まで 以上に 彼等 を 憎み は 

じめ たので ある。 
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